
平成23年度技術士第二次試験 試験問題

9-4 河メIL砂防及び海岸・海洋 (午後)

注意事項
1。 答案用紙の記入について

試験問題の指示どおりに解答 していない場合は、【失格】となります_(1)

(2) 受験番号 /問題番号 /技術部門/選択科目/専 F電とする事項 を,角峯答に使用した答案用紙の

それぞれの上欄に記入して下さい。

☆                             。

(3)答案の書き方は,原貝1と して 1マス 1字とし,横書きで解答して下さい。

縦書きの解答は,【失格】となります。

また,答案用紙の裏面に記載された内容は採点対象外となります。

2.答案用flt綴りの使用について

試鰯響lll題が鳳選麹覆理整国知墓拠匡豊遺記劉型重鳳傲殿螢主ゑ滋式堂盪全盤 ,

答案用紙綴りの 1枚目～3枚目 で 1問題を解答

答案用紙綴りの 4枚目～6枚自 で lF.II源 を解答

☆ 解答するlllE序の指定はありませスノが,解答の書き出しを1
答案用紙綴りの 1枚日から及び4枚日からとして下さい。

☆ 例えば,最初に解答する間悪を答案用紙 2枚のみで解答した7.―合でも,
次に解答する問題は,答案用紙綴りの4枚日から使用して下さい。

3。 試験問題冊子について

受験申込をした澤択科目の問題冊子であることを確認して下さい。
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平成23年度技術士第二次試験問題 〔建設部門〕

選択科目 【9-4】 河川、砂防及び海岸・海洋 1時 30分～5時

I 次の10問題のうちAグループ (1-1, 1-2)か ら 1問題 とBグループ (1-3～

1-10)か ら 1問題を選んで合計 2問題について解答せよ。 (問題ごとに答案用紙を替えて

解答問題番号を明記
・
し,それぞれ 3枚以内にまとめよ。)

I-1 水分野における気候変化への適応策に関連する F記の問いに答えよっ

(1)気候変動に関する政府間パネル (IPCC)は ,2007年に発表した最新の報告書 (第

4次評fllli報 告書)において,1灘暖イにには疑う余ltLはないJと 断定 t′た。このことを踏

まえ,あなたの得意とする分野でどのような影響があるかを 3つ以上挙げ,気象・水循

環のプロセスを踏まえつつ述べよ
`

(2)(1)で挙げた影響に対する適応策について,どのような施策メニューが考えられる

か,あなたの考えるメニュー群をまず 3種類以 卜に人分類した Lで述べよ。

(3)ア ジア '大洋り11地域において,早急に水災害分野における気候変化への適応策検討を

進めていくことが求められているが,あなたが得意とする分野でどのような国際貢献を

行うべきか,我が国の取組を踏まえっつあなたの考えを述べよ。

I… 2 下記の問いに答えよ。

(1)以下について説明せよ。

⑪ 「液状化の発生メカニズム」

② 構造物の耐震設計に用いる「震度法J

ただし,②の説明には,設計震度並びに強震帯,中震帯及び弱震帯という言葉を含むこと.

(2)東北地方太平洋沖地震も踏まえ,今後の構造物の耐震対策のあり方について,あなた

の考え奄r想定する地震動の強さに応じて具体的に記述せよ。
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Ci

I-3 近年,局地的な大雨や集中豪雨に起因する中小河りllにおける洪水等の水災害が多発

している。これらの災書の特徴を踏まえ河り|1管理上の課題を述べるとともに,今後の水災

害の監視,予測のあり方について論ぜよ。

1-4 -級 水系の河床・湾岸材料が砂利 (代表粒径が 2 cin以上)で構成される河道区間

(セ グメント区分 1, 2-1)に おいて,下記の条件のもとで生じうる河道縦断形状の変

化及びそれに伴う河道横断形状・砂り1■ 711r床材料などの変化について説Ellせ よ。

・ 当該区間の下流端において河床材料が砂の河道区FHlと 接合する。

・ 当該区間は,当 初,長期的に見て河道変動が小さい安定的な状態であつたとする。

。 その後,当該区間の L流端からの砂利供給量は減少し,流量については長期的な増減

傾向がなしヽとサ
~る
。

。河道変化の過程において,河道掘削や床1ヒ■13護岸など河川構造物の設置といつた人

為作用の影響は考慮しなくてよいとする。

また,それら河道変化がもたらす治水上の課題とそれに対する河道 。河川構造物の維持

管理の基本的考え方と具体的方策について論ぜよ。

I-5 地震発生後におけるダムの臨時点検に関する以 ドの開いに答えよ。

(1)ダムの堤体に関する臨時点検の実施内容 (手順,点検項日とその理由)及び臨時点検

の結果に応じたダムの安全性評価や必要な対応の考え方をコンクリー トダム及びフィル

ダムの場合についてそれぞれ説明せよ。

(2)臨時点検の結果に応 じたダムの安全性評価や必要な対応に係る的確な判断が可能とな

るよう1ダムの安全管理において留意すべき点について論ぜよ。

1-6 ダム下流の上砂環境に配慮した堆砂対策を検討する際に必要となる,堆砂にかかわ

るデヽ̂夕 の種類と利用目的について説明せよ。また,ダム ド流に上砂供給可能な堆砂対策

手法を複数取り上げ,It砂環境べの影響を含む適lll性の観点からその特徴を諭ぜよ。ただ

し,対象とするダムは,比較的長い運Jll年数を経験した洪水調節を目的に含む多目的ダム

とする。

【9-4】 午後 2/3



I-7 火山噴火による降灰の堆績後の降水を発生原因とする上石流に関し,その現象の特

性を明らかにしつつ,土石流に対して講ずがき対策について,ハー ド・ ソフト画面から述

べるとともに,被害の生じるおそれのある区域及び時期の想定に関する調査についての考

え方,手法及び調査実施上の留意点について述ぺより

I-8 地震により発生する上砂災害の形態とその特徴を述べるとともに,災害後の地域の

安全を図るための対策の考え方について述べよc

I-9 海岸堤防天端高の計画・設計の手llri・ 方法について述べるとともに,最近の災害の

特徴や海岸を取り巻く状況を踏まえた海岸堤防天端高設計のあり方について論ぜよ。

l-10 海岸侵食対策のための調査の手順・方法について述べるとともに,海岸侵食の機   
貰

構を踏まえて海岸侵食対策のあり方について論ぜよ。
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